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問㢟と┠ⓗ 

 ㏆年㸪心⌮学ⓗストレスモデル㸦Lazarus & Folkman, 1984㸧
に基づく従来のコーピングの概念を拡張した Proactive Coping 
TheoryがⓏ場した㸦Schwarzer, 2000㸧。これは㸪従来の◊✲の
ようにストレッサーと┤㠃してからの事後ⓗなコーピングで

はなく㸪₯在ⓗなストレッサーについて事前に対処可⬟であ

るどⅬから「時㛫ⓗなぢ㏻し」を取り上げ㸪ストレッサーが

活性化していない将来にむけての予㜵ⓗ対処を含む⬟動ⓗな

コーピングを扱うものである。ストレスを単にネガティブな

ものとしてだけではなく㸪成㛗の機会として捉えるⅬも従来

のコーピング◊✲とは␗なっている㸦川島, 2007㸧。このⓎ想
は㸪ストレスフルな出来事をきっかけとした成㛗感を指す㸪

ストレス㛵㐃成㛗㸦 stress-related growth㸧や外傷後成㛗
㸦posttraumatic growth㸧とも合⮴する。しかし㸪すべての人が
ストレスフルな出来事を⤒㦂して成㛗感が得られるわけでは

なく㸦Park, 1998㸧㸪その条件を検ウする必せがある。また先
㏙のように㸪ストレスを成㛗の機会と捉える⬟動ⓗコーピン

グ㸦proactive coping㸧は㸪成㛗感との密接な㛵係が⪃えられる
が㸪これまで検ウされていない。 
 そこで本◊✲では㸪ストレスフルな出来事を㏻じて得られ

る成㛗感と⬟動ⓗコーピングとの㛵㐃について検ウする。な

お㸪心⌮♫会ⓗストレスの中でも対人ストレスは㔜せであり㸪

ネガティブな影㡪が強いことから㸦橋本, 2005㸧㸪対人ストレ
ス後の成㛗感に↔Ⅼを当て㸪対人ストレスと成㛗感の㛵㐃が

⬟動ⓗコーピングによって媒介されるかを検ウする。 
᪉  ἲ 

 参加⪅ 心⌮学の授業を履修する大学・▷大⏕に㞟団で㉁

問⣬ㄪ査を実施し㸪191名㸦⏨性 133名・女性 58名㸪Mage = 19.18
±1.15歳㸧を分析対㇟とした。 

 ㉁問⣬ᵓᡂ ①対人ストレスの⤒㦂㢖度㸸対人ストレッサ

ー尺度㸦橋本, 2005㸧を⏝い㸪回⟅⪅が友人との㛫で日㡭⤒㦂
する対人ストレスの㢖度について㸪18㡯┠を 4件法で回⟅を
求めた。下位尺度は対人ⴱ⸨㸦e.g.,あなたの意ぢを┦手が┿
剣に⪺こうとしなかった㸧㸪対人㐣失㸦e.g.,あなたのⴠち度を㸪
┦手にきちんとㅰ⨥・フォローできなかった㸧㸪対人摩⪖㸦e.g.,
あなたのあからさまな本㡢や悪い㒊分が出ないように気を使

った㸧で各 6㡯┠である。②⬟動ⓗコーピング㸸Greenglass et 
al.㸦1999㸧によって作成された Proactive Coping Inventory の
日本ㄒ∧㸦Takeuchi, & Greenglass, 2004㸧52㡯┠のうち㸪⬟動
ⓗコーピング 14㡯┠㸦e.g.,⮬分で主導権をとるたちだ㸧を 4
件法で尋ねた。③成㛗感㸸Taku et al.㸦2007㸧による PTGI-J の
一㒊㸪16 㡯┠を 0㹼5 の 6 件法で尋ねた。下位尺度は他⪅と
の㛵係 6㡯┠㸦e.g.,トラブルの㝿㸪人を㢗りに出来ることが㸪
よりはっきりと分かった㸧㸪新たな可⬟性 4㡯┠㸦e.g.,新たな
㛵心事を持つようになった㸧㸪人㛫としての強さ 4㡯┠㸦e.g.,
⮬らを信㢗する気持ちが強まった㸧である。 

⤖  ᯝ 

 信㢗ᛶ分ᯒ・基ᮏ⤫ィ㔞 対人ストレッサー尺度は対人ⴱ

⸨が α = .84㸪M = 10.73 ± 3.49㸪対人㐣失が α = .82㸪M = 12.85 
± 3.84㸪対人摩⪖が α = .85㸪M = 13.83 ± 4.23㸪⬟動ⓗコーピ
ングは IT┦㛵のⴭしく低い 3㡯┠を削㝖し α = .86㸪M = 17.26 
± 4.04㸪成㛗感は他⪅との㛵係が α = .88㸪M = 14.00 ± 6.63㸪

新たな可⬟性が α = .80㸪M = 8.45 ± 4.64㸪人㛫としての強さ
が α = .83㸪M = 7.63 ± 4.38と㧗い信㢗性を☜ㄆした。 
 ⬟動ⓗコーピングと各ストレッサー㸪ᡂ㛗ឤの㛵㐃 コー

ピング㸦㧗㸭低㸧とストレッサー㸦㧗㸭低㸧を⊂❧変数㸪成

㛗感を従属変数として分散分析を⾜った。その⤖果㸪成㛗感

の内㸪他⪅との㛵係において㸪⬟動ⓗコーピングと対人㐣失

の交互作⏝が有

意であった㸦F(1, 
187) = 6.83, p 
< .01㸧。単⣧主
効果検定から㸪

対人㐣失の⤒㦂

㢖度が多い⪅は㸪

より⬟動ⓗなコ

ーピングを使⏝

する⪅ほど成㛗

感が㧗かった

㸦⬟動低⩌ M = 12.89 㸺 ⬟動㧗⩌ M = 18.90; Figure 1㸧。 
 ⬟動ⓗコーピングによる媒介㐣⛬ 成㛗感に及ぼす対人ス

トレスの効果が㸪⬟動ⓗコーピングによって媒介されるモデ

ルを仮定し㸪⏨女ごとに分析を⾜った。なお㸪分析を⡆₩に

♧すため㸪対人ストレッサー尺度 3因子を対人ストレスに㸪
PTGI 尺度 3 因子を成㛗感にそれぞれ₯在変数化により単⣧
化した。Figure 2 に♧すモデルで⏨女の多母㞟団同時分析を
⾜ったところ㸪モデルの㐺合度は χ2 = 31.77㸦df = 24, p = .13㸧㸪
GFI = .96㸪CFI = .99㸪RMSEA = .04と十分な値が得られた。
⏨性では㸪対人ストレスの成㛗感に対する影㡪は㸪⬟動ⓗコ

ーピングを介した効果㸦β = .06㸧よりも㸪┤接の効果の方が
強かった。一方で㸪女性では┤接の効果よりも㸪⬟動ⓗコー

ピングを介した効果㸦β = .21㸧の方が強かった。 
 
 
 
 
 
 

 
 

Figure 2 対人ストレスおよび⬟動ⓗコーピングが成㛗感に及ぼす
影㡪㸦左㸸⏨性㸭右㸸女性㸧 

⪃  ᐹ 

 対人ストレスのうち㸪対人㐣失でのみ㸪⬟動ⓗコーピング

を㧗く有している⪅は他と比べ㸪㧗い成㛗感を▱ぬしていた。

対人㐣失は┦手に㏞惑を掛けるという⮬分に㠀があるストレ

ッサーであり㸪⬟動ⓗコーピングのような強いポジティブさ

がなければ成㛗感を▱ぬできないとも⪃えられる。また㸪女

性のみ対人ストレスから⬟動ⓗコーピングを介し㸪成㛗感に

影㡪を与えていた。対人㛵係の持ち方には様々な性差が指摘

されており㸪ここにもその影㡪が⾲れたといえよう。 
----- 

1本◊✲は㸪⚟⏣リ⧊氏が 2012年度に名古屋大学に提出した修士ㄽ文執➹の㝿㸪
➨一➹⪅と共同で収㞟したデータの一㒊を再分析したものである。ここにグし

て感ㅰする。 
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Figure 1 対人㐣失と⬟動ⓗコーピングにおけ
る成㛗感 


